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今週の市場見通し 
国内株式市場 マーケット概観 

■米株に振らされるも円安推移が追い風に 

 年末年始（12月25日－1月5日）の日経平均は前々週末比

208.37円高(＋0.63％)の33377.42円と上昇した。年末にかけ

ては、米国株式市場でインテルなど半導体株が上昇し、ナスダ

ック総合指数やフィラデルフィア半導体株指数（SOX指数）が

強い動きを見せたことから、東エレク<8035>やアドバンテスト

<6857>など半導体関連が日経平均をけん引。12月27日には一

時33755.75円と取引時間ベースの2023年高値（33853.46円）

に迫る動きが見られた。その後は、12 月期決算企業の権利落

ちなどが影響して下げたものの、大納会（12 月 29 日）は

33464.17円と1989年（38915.87円）以来、34年ぶりの高値

で2023年の取引を終えた。日経平均は年間ベースで7369円上

昇、1989年以来の大きさとなった。 

 大発会（1月4日）は、1日に発生した能登半島地震や、米

アップル下落、弱いナスダック総合指数などが影響して、売り

優勢のスタートとなったが、為替市場では1ドル＝144円台へ

円安ドル高が進行。トヨタ<7203>やホンダ<7267>など自動車株

が強かったことや、新しい少額投資非課税制度（NISA）スター

トで個人投資家の買いが、銀行株など高配当利回り銘柄に向か

ったという観測などから、日経平均は一段安を回避し、長い下

影（下ヒゲ）を残した。週末は米雇用統計などを見極めたいと

するムードが強まり上値は重くなったが、日経平均は25日移

動平均線を上回って取引を終えた。 

 

■米金利上昇を見極める展開に 

 今週のポイントは、米金利上昇に伴う円安進行が継続するか

どうかだ。5日の米国株式市場は、NYダウは前日比25.77ドル

高（＋0.07％）の37466.11ドル、S&P500は8.56ポイント高

（＋0.18％）の4697.24ポイント、ナスダック総合指数は13.77

ポイント高（＋0.09％）の14524.07ポイントと総じて小幅な

上昇。225 ナイト・セッションは通常終値比 90 円高の 33410

円で取引を終了した。年末に1ドル140円割れ手前まで円高ド

ル安が進行したが、能登半島地震を受けて、1月の日本銀行金

融政策決定会合では、経済への影響を考慮して金融政策の正常

化は先送りするとの観測が強まった。また、足元の米労働市場

の堅調さが確認できたことなどから米連邦準備制度理事会

（FRB）の早期利下げ観測も後退。米10年国債利回りが4％台

を回復し、10年物国債の日米金利差が3.4％水準まで再び拡大

したことから、5日の海外時間の為替市場では1ドル146円台

手前まで円安ドル高が加速する場面が見られた。 

 円安進行は、輸出関連銘柄の追い風となる一方、米ハイテク

企業は、円安の要因である米金利上昇がネガティブ材料となる

ことから、日本株への影響はまちまちだ。日経平均の寄与度が

高く、2023 年の相場をけん引した東エレクやアドバンテスト

は、ナスダック総合指数や SOX 指数につられる傾向があるた

め、米金利動向は要注意となろう。11 日にはFRB が重要視す

る経済指標である米12月消費者物価指数（CPI）の発表を控え

ている。可能性はさほど高くないと考えるが、仮にインフレ再

燃につながる強い数字となった場合は、「早期の利下げ観測」

から「追加の利上げ観測」に市場の見方が変わる可能性もある。

日本の金融政策の正常化は 3 月以降というコンセンサスが固

まりつつあることから、米金利は上昇しやすい地合いと言えよ

う。 

 

■新しい NISA がついにスタート 

 大発会の東京市場では、新しいNISAスタートに伴い、銀行

株や JT<2914>など高配当銘柄の一角が強い動きを見せた。

NISA の積み立て投資では、月初めを買付日として設定するケ

ースが多いことから、高配当銘柄への資金流入がコンスタント

に続くかは微妙なところだが、需給面では一定の効果はありそ

うだ。金融庁がHPで公開している2023年9月時点のNISA（一

般と積み立て）口座の利用状況をみると、昨年1月から9月ま

でで株式市場には 1.3 兆円の個人投資家の資金が入っている

ことから、年換算を推測すると1.7兆円ぐらいとなる。新しい

NISA 導入によって、投資信託よりも株式を購入する割合が高

くなるとは考えていないが、利用者増加に伴い個人投資家の資

金が株式市場に昨年よりも多く流入する可能性は考えられる。

そして、個人投資家に人気が高い高配当銘柄のなかでも、銀行

株への関心は高い。目先、早期の金融政策の正常化観測は後退

したが、2024 年に開催される日銀金融政策決定会合で、日銀

が金融政策の正常化に踏み切る公算は大きい。金利メリット銘

柄としても銀行株への関心は高いことから、2024 年の注目セ

クターと言えよう。 

 

■米・12 月CPI などが予定 

 今週は、国内では、9日に12月東京都区部CPI、11日に11

月景気先行CI指数、12日に11月国際収支(経常収支)、12月

景気ウォッチャー調査などが予定されている。海外では、8日

に欧・12 月消費者信頼感指数、欧・11 月小売売上高、9 日に

米・11月貿易収支、11日に米・12月CPIなどが予定されてい

る。 

 

新 NISA 開始に伴う個人投資家のマネー流入に期待 

国内株式市場 
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今週の市場見通し 

国内株式市場 新興市場 

 

 

円 

yutori<5892> 

雨風太陽<5616> 

 円 

東証グロース市場250指数 

新興市場 

■上値の重さが意識されるところ 

 

今週の新興市場はもみ合いか。東証グロース市場指数は75

日移動平均線に頭を押さえられたほか、東証グロース市場

250指数も700ポイントの大台を維持できなかったことで、と

もに上値の重さが意識されるところ。また、1月1日に発生し

た能登半島地震を受けて、1月の日本銀行金融政策決定会合

では、経済への影響を考慮して金融政策の正常化は先送りす

るとの観測が強まったほか、足元の米労働市場の堅調さが確

認できたことなどから米連邦準備制度理事会（FRB）の早期

利下げ観測も後退。米10年国債利回りが4％台を回復したこ

とから、為替市場では円安ドル高が進みやすくなっている。

為替の円安推移は内需株中心の新興市場にとっては、物色の

対象外となることから逆風である。テクニカルや外部環境を

考慮すると、新興市場には投資資金が向かいにくいと言えよ

う。 

 

■短期資金中心の地合い続くか 

 

とはいえ、全体の方向性が乏しいことも影響してか、短期

資金の流出入は引き続き活発となろう。1月はIPOが予定され

ていないこともあり、直近IPO銘柄のQPS研究所<5595>、

yutori<5892>、雨風太陽<5616>あたりは、引き続き値幅取り

の動きが続きそうだ。また、能登半島地震に関連した思惑的

な売買も継続しそうだ。一方、新しい少額投資非課税制度

（NISA）の資金は配当利回りが高いプライム市場に向かって

おり、成長期待のNISA資金が新興市場に入っている様子はな

い。新興市場で「テンバガー」を目指す長期的な投資スタイ

ルも悪くないと思うが、新興市場全体の上値が重いことか

ら、短期資金中心の地合いが続きそうだ。 

直近 IPO 銘柄を軸に短期資金中心の地合いか 



 

株式会社フィスコ 5 

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 550 Weekly 
2024 01 09 

週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望 今週の市場見通し 
米国株式市場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■先週・先々週の動き 

クリスマス休暇明けとなる2023年最終週は、10月住宅価

格指数が住宅市場の底堅さを証明しソフトランディング期

待で買われたほか、原油価格の回復に連れたエネルギーセク

ターの上昇や半導体インテルの上昇が相場を押し上げ、上昇

で始まった。その後も、連邦準備制度理事会（FRB）の早期

利下げを織り込み、長期金利が大幅に低下すると、ハイテク

が買われ、相場を一段と押し上げた。2023年最終取引日は国

債市場が短縮取引となる中、調整に伸び悩むが、週を通じ主

要株式指数は上昇した。 

 

新年度入りした先週は、1月2日にダウが過去最高値を更

新して始まった。その後、利益確定売りやアップルの下落が

けん引し下落に転じた。過剰な利下げ観測後退で長期金利が

上昇に転じると、相場は続落。週半ば、リッチモンド連銀の

バーキン総裁が追加利上げの選択肢も除外しないと言及し

たほか、FRB が公表した連邦公開市場委員会（FOMC）議事録

で金融引き締めを当面維持する方針を再確認したため、一段

安となった。週後半、12月雇用統計で賃金や雇用の伸びが予

想を上回り労働市場の強さが再確認されたため早期の利下

げ期待を受けた買いがさらに後退。結局、週を通じ主要株式

指数は下落となった。 

 

銀行のシティグループは、アナリストが今後3年で同社株

が2倍になると強気見通しを示し上昇。ソーシャルメディア

「フェイスブック」を運営するメタ・プラットフォームズは、

アナリストが目標株価を引き上げ上昇。通信のベライゾンは

アナリストの投資判断引き上げで上昇。携帯端末のアップル

は数社のアナリストが投資判断を引き下げ、さらに、司法省

当局者による反トラスト法に基づく同社提訴が近いと NY タ

イムズ紙が報じ、下落した。ドラッグストア小売店運営のウ

ォルグリーン・ブーツ・アライアンスは四半期決算で1株利

益が予想を上回ったが、通期の既存店売り上げ見通しを引き

下げたほか、減配を発表し下落。ファーストフードチェーン

運営会社のマクドナルドは、中東での戦争を巡る抗議運動な

どが売り上げに影響すると最高経営責任者（CEO）が警告し

下落した。 

 

■今週の見通し 

 今週から銀行を皮切りに決算シーズンが始まるため注目

だ。一部行では収益率の低下が警戒されている。ただ、FRB

の利上げサイクルが近く終了するとの見方に金融ひっ迫要

因が後退し、さらにソフトランディング観測が強まりつつあ

るなか見通しが予想を上回ると、相場の上昇をけん引するだ

ろう。昨年は金融ひっ迫で地銀の数行破綻に繋がった。今週

はまた、FRB の利下げ観測が強まる中、金融政策決定に重要

なインフレ指標、消費者物価指数（CPI）や生産者物価指数

（PPI）にも注目だ。 

 

CPI は、住宅やサービスコストの上昇により総合指数で伸

び拡大が予想されている。ただ、FRB が最も注目している燃

料や食品を除いたコア指数は2021年5月以来の3％台に伸び

が一段と鈍化する見通し。通常はCPIよりも注目度が少ない

PPIは、昨年最後のFOMC直前に発表された11月分で伸びが

大幅に鈍化した結果を受け、数人のFRB高官が金利予想を修

正したことが明らかになっており、12月分にも注目だ。 

 

12月FOMCでは政策金利の据え置きが3会合連続で決定さ

れたが、同時に発表された四半期ごとに発表されるスタッフ

予測において、24年に平均で3回の利下げ予想とハト派に転

じたため、金利安、ドル安、株高に拍車をかけた。12月PPI

は、総合で伸びが拡大予想。コア指数では 11 月と同水準の

伸びが予想されている。年初から国債市場でも行き過ぎた利

下げ観測を調整する動きが先行している。先週、FRB が公表

した12月FOMCの議事録でも引き締め策を当面維持する方針

が再確認され、追加利上げの可能性も除外しない姿勢が示さ

れており、インフレ鈍化傾向が滞った場合、株式相場も利益

確定売りが優勢になるだろう。 

 

経済指標では、11月貿易収支（9日）、11月卸売在庫（10

日）、12 月消費者物価指数（CPI）、週次新規失業保険申請件

数（11日）、12月生産者物価指数（PPI）（12日）、などが予

定されている。 

 

主要企業決算では、銀行でバンク・オブ・アメリカ、シテ

ィグループ、JPモルガン・チェース、ウェルズ・ファーゴ、

バンク・オブ・ニューヨーク・メロン、ブラックロック（12

日）、また、住宅建設会社のKBホーム（10日）、航空会社の

デルタや管理医療会社のユナイテッドヘルス（12日）など、

が予定されている。 

 

JP モルガンは高金利が奏功し金利収入増で増益が予想さ

れており、期待通りとなるとセクターを押し上げることにな

るだろう。 

 

銀行決算や CPI に注目/米国株式相場 今週の見通し 

米国株式市場 
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米ドル・円 予想レンジ 143.00 円 ～ 146.50 円 

債券先物予想レンジ 146.60 円 ～ 147.20 円 

長期国債利回り予想レンジ 0.585 ％ ～ 0.625 ％ 

今週の為替/債券市場見通し 
為替/債券市場 

 

今週のドル・円は底堅い値動きか。米国のインフレ指標が注目

され、早期利下げ観測をさらに弱める内容だった場合、長期金利

は底堅い動きを維持し、リスク選好的なドル買い・円売りが続く

とみられる。昨年12月開催の米連邦公開市場委員会（FOMC）会合

の議事要旨によると、政策金利はピークに近づいたとの認識で一

致し、同時に2024年の利下げの方向性が示された。ただ、12月雇

用統計は予想を上回る内容だったことから、政策金利は長期間据

え置きとなる可能性は残されており、リスク回避的なドル売り・

円買いがただちに拡大する可能性は低いとみられる。12 月消費者

物価指数指数（CPI）と生産者物価指数（PPI）が市場予想を上回

った場合、米長期金利高・ドル高の要因になりやすい。 

 

一方、日本銀行は 1 月開催の金融政策決定会合で、現行の大規

模緩和政策を堅持する見通し。金融緩和政策の継続を見込んだ円

売りがすみやかに縮小するとの見方は少ないため、ドル・円は日

米金利差を意識して底堅い動きを保つことが想定される。 

 

 

【米・12月消費者物価コア指数（CPI）】（11日発表予定） 

 11 日発表の米 12 月消費者物コア指数（コア CPI）は前年比＋

3.8％と予想されている。市場予想を上回り、早期利下げ観測がさ

らに後退した場合はドル買い要因に。 

 

【米・12月生産者物価指数（PPI）】（12日発表予定） 

12日発表の米12月生産者物価コア指数（コアPPI）は前年比＋

2.0％の見通し。インフレ鈍化が一服すれば、米金利高・ドル高の

相場展開となる可能性がある。 

29日の取引で146円46銭まで反落した。年明け後は反転。1月1

日に発生した大型地震を受けてリスク回避的な債券買いが強ま

り、4日の夜間取引で147 円 07 銭まで反発。5日の取引では146

円61銭まで売られた後、146円99銭まで反発し、146円94銭で

取引を終了した。 

 

■今週の見通し 

今週（1 月 8 日－12 日）の債券市場では長期金利が多少上昇す

る可能性がある。日本銀行による国債買い入れオペ減額や10年と

30 年の国債入札への警戒感から、長期債利回りに上昇圧力がかか

りやすいとの見方が多い。10年国債と30年国債の入札が予定され

ており、長期債などの需給悪化につながる可能性があるため、債

券相場の上値を抑える要因として働きそうだ。 

債券先物3月限は主に146円台で推移か。147円台前半には戻り

売りの興味が残されている。為替相場は円安方向に振れており、

欧米長期金利が下げ渋った場合、147円台前半で上昇一服となる可

能性が高い。 

■先々週・先週の動き 

先々週・先週（12月25日－1月5日）の長期債利回りは低下。

昨年末にかけて米長期金利の上昇を受けた長期債の売りが観測さ

れた。日本銀行の政策修正に対する警戒感や、日銀が2024 年1-3

月の超長期債の買い入れ予定回数を減らしたことも重しとなっ

た。しかしながら、1月1日に石川県能登での大型地震発生で日本

銀行の早期の政策修正観測は後退し、債券利回りは伸び悩んだ。4

日の取引では10年債、30年債の入札を控えた業者筋のポジション

調整に絡んだ売りが観測されたが、5日に行われた残存期間1年超

5年以下の流動性供給入札が順調な結果となり、中期ゾーンなどへ

の買いが優勢となった。この影響で債券利回りは再び伸び悩んだ。

10年債利回りは0.628％近辺で取引を開始し、一時0.638％近辺

まで上昇したが、28日に0.589％まで低下。年明け4日に0.633％

近辺まで反発したが、5 日に 0.604％近辺まで低下し、0.610％近

辺でこの週の取引を終えた。 

債券先物3月限は反発。146円43銭で取引を開始し、一時146

円41銭まで下げたが、12月28日までに147円07銭まで反発。た

だ、年末にかけてポジション調整に絡んだ売りも観測されており、

債券市場 

為替市場 

為替/債券市場 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

上昇率上位銘柄 下落率上位銘柄 業種別騰落率

コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） コード 銘柄 終値（円） 騰落率（%） 上位セクター 騰落率（%）

6279 瑞光 1,877.0 30.35 3865 北越コーポレーション 1,391.0 -17.69  石油・石炭製品 6.89

1930 北陸電気工事 1,262.0 28.51 8011 三陽商会 2,366.0 -14.06  鉄鋼 6.76

6269 三井海洋開発 2,330.0 27.81 2726 パルグループホールディングス 2,247.0 -12.81  電力・ガス業 5.77

6209 リケンＮＰＲ 2,358.0 22.68 6315 ＴＯＷＡ 6,480.0 -10.87  証券業 5.63

7003 三井Ｅ＆Ｓ 768.0 20.38 2685 アダストリア 3,200.0 -10.24  輸送用機器 5.49

6849 日本光電工業 4,486.0 19.69 6707 サンケン電気 6,921.0 -8.77  建設業 5.09

2753 あみやき亭 4,410.0 18.87 4828 ビジネスエンジニアリング 4,020.0 -8.64  医薬品 4.78

6526 ソシオネクスト 2,659.5 18.67 4443 Ｓａｎｓａｎ 1,470.0 -8.47 下位セクター 騰落率（%）

2767 円谷フィールズホールディングス 1,395.0 17.92 4392 ＦＩＧ 311.0 -8.26  精密機器 -0.20

3903 ｇｕｍｉ 431.0 17.12 4480 メドレー 4,130.0 -8.22  電気機器 -0.13

7383 ネットプロテクションズホールディングス 207.0 16.29 2792 ハニーズホールディングス 1,637.0 -8.03  ゴム製品 0.22

9517 イーレックス 819.0 16.17 6309 巴工業 3,700.0 -7.50  化学工業 0.37

3446 ジェイテックコーポレーション 2,068.0 15.79 4704 トレンドマイクロ 7,469.0 -7.46  パルプ・紙 0.45

6294 オカダアイヨン 2,615.0 15.40 9824 泉州電業 3,235.0 -7.17  小売業 0.73

9247 ＴＲＥホールディングス 1,184.0 15.40 6966 三井ハイテック 7,039.0 -7.08  繊維業 1.22

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

マーケットを読む 
今週のポイント 

年末年始の日経平均は小幅に上昇。ドル高・円安の流れが支

援材料となり、底堅く推移する形に。大発会も、米ハイテク株の

連日の下落や能登半島地震発生などで売り先行となったが、次

第に下げ幅を縮める展開となっている。米SOX 指数やアップル

の株価下落で半導体関連は年初に大幅安となった一方、コンテ

ナ運賃の上昇期待で海運株が年明けから大きく上昇。一部外資

系証券の買い推奨を受けて、不動産株の強い動きも目立った。

米長期金利の反転が銀行株などの買い材料にもつながったほ

か、ドル高・円安を通して自動車株なども堅調推移。建設株には

震災復興需要への思惑が高まった。 

個別では、想定以上の業績見通しがインパクトとなって三井

海洋開発が大幅高。SBIHD が最大 300 万株の株式取得を発表

した gumi、アクティビストファンドの大量保有が明らかになった

日本光電やDICなども買われる。ソフトバンクGも1兆円超相当

の T モバイル株無償取得で人気化の場面が見られた。コナミグ

ループは PS5 向け新タイトルへの期待が高まった。半面、大規

模買付行為等への対応策導入を発表した北越コーポが急落。

サンケン電気は震災の発生による生産面への影響が警戒され

た。ルネサスはモービルアイの売上見通し下振れで連れ安。決

算関連では、瑞光、ハローズ、あみやき亭などが好決算評価で

急伸。下方修正の DCMHD、増益率鈍化のアダストリアには売り

が優勢。上方修正の高島屋や好決算の J フロントに出尽くし感

が先行、マルマエやしまむらは逆にあく抜け感が台頭した。 

足元で米長期金利は上昇基調にあるものの、年前半には利

下げに転じる可能性が依然高く、日銀でも米利下げ転換前に緩

和政策の修正が実施される公算は大きいと考えられる。とりわ

け、1 月の日銀決定会合は、近いタイミングでの政策修正を織り

込むイベントになると判断され、中期的なドル高・円安の流れ自

体には変化がないだろう。円高でメリットの大きい自動車株など

は、上昇場面での戻り売りが妙味とみられる。また、引き続き銀

行株などには、日銀の政策修正期待を積極的に織り込んでいき

たい。なお、年初特有の需給要因（年末にかけ抑制された利益

確定売りの増加）が一巡することで、半導体関連などには押し目

買い妙味も強まっている印象。 

今週は小売企業や中小型グロースの決算発表が注目イベン

トとなる。ネクステージ、サイゼリヤ、セブンアイ、ローツェ、ファ

ーストリテ、ローソン、ビックカメラ、SHIFT、マネーフォワード、

Sansan、安川電機、良品計画などが発表予定。とりわけ、安川電

機の決算は全体相場への影響も大きくなろう。米国では銀行株

を中心に早くも10-12月期の決算発表がスタートする。今年は世

界的な選挙イヤーとなるが、週末には台湾総統選、来週初には

アイオワで最初の米大統領予備選が始まる。台湾総統選では地

政学リスクの高まる場面なども想定しておきたい。ほか、来週 15

日には、東証が株価意識した経営･取り組みを開示している企

業を公表する。低 PBR 銘柄などの刺激材料につながる可能性

があり注目したい。 

安川電機などを中心に 9-11 月期決算企業の決算発表に注目 

先週動いた銘柄・セクター（東証プライム） 

今週のポイント 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 マーケットを読む 

日経平均株価 
 

 

 

 

 
■短期的には明確な方向感が出にくい 

 
 

  

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

強もみ合い、13・26 週ゴールデンクロスで中長期上昇へ 

日経平均は2023年12月最終週（25-29日）に295.12円高（前

週198.50円高）と3週連続で上昇したが、2024年1月1週（4-5

日）は86.75円安と小幅ながら4週ぶりに下落した。 

 

東証と大阪取引所の投資部門別売買状況では、現物・先物合

算で海外投資家は12月3週（12月18-22日）に売り越しに転じ

（142億円、前週は229億円の買い越し）、現物は買い越しを継

続した（558億円、前週は2529億円）。 

 

年末年始の日経平均は2023年12月27日に33755.75円まで

買い進まれた。2024年大発会の1月4日に一時32693.18円まで

下落したが、同日終値は 33000 円上方に復帰して下値での買い

需要を確認。週末5日は節目の33500 円超えまで上ヒゲを伸ば

した。 

 

今週の日経平均は強もみ合いが予想される。先週末のローソ

ク足は寄り引けほぼ同値の小陰線の胴体部分から上下にヒゲを

出してほぼ十字線を描き、足元の売り買い拮抗状態を示唆。東

証プライム市場の騰落レシオ（25日ベース）が2023年12月7

日から中立ゾーンの 90-110％の狭いレンジに収まっているほ

か、直近の25日線はほぼ横ばいで推移しているため、短期的に

は明確な方向感が出にくいとみられる。 

 

ただ、パラボリックが買いサイン点灯を続けているほか、一

目均衡表では株価が雲上限とのプラス乖離を保っており、大勢

では買い手優位の地合いが続いているとみられる。2023 年 12

月最終週には上昇2週目の13週線が26週線を下から上に抜い

てゴールデンクロスを形成した。200日線や52週線が上向きを

キープしていることもあり、中長期では強気相場の継続が予想

される。 

 

先週末終値が25日線を上回る銘柄は日経平均採用225銘柄の

うち173銘柄に上り、東証プライム上場全銘柄でも75％と過半

数を大幅に上回る。このため、含み益の大きい短中期投資家の

買い余力が下値を固めるとともに、全体相場を押し上げる展開

が期待できよう。 

 

上値では、2023年11月20日に付けたバブル崩壊後の最高値

33853.46 円が節目として意識されるが、34000 円を超えれば目

立った抵抗線はなく、35000円まで上値を伸ばす流れに入ろう。

下値では2024年1月4日安値32693.18円から75日線（先週末

32525.18円）までが支持帯として作用しそうだ。 

一目均衡表（日経平均） 
■ 基準線 ■ 転換線 ■ 遅行スパン ■先行スパン1 ■先行スパン 2 

テクニカル分析 

円 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -1- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/6連 67,590 11.1% 12,930 13,507 11.0% 9,005 167.30

2021/6連 80,065 18.5% 15,732 16,302 20.7% 11,340 210.68

2022/6連 81,193 1.4% 17,267 17,669 8.4% 12,366 231.06

2023/6連 83,924 3.4% 18,124 18,637 5.5% 12,887 243.53

2024/6連予 86,200 2.7% 18,600 19,100 2.5% 13,300 254.51

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 6444 円 

目標株価 7220 円 

業種 建設 

■インフラ構造物の補修・補強に特化 

 

インフラ構造物の補修・補強に特化した事業を行っている。足

もと24年6月期第1四半期業績は、売上高が前年同期比13.6％

増の 207.75 億円、営業利益は同31.5％増の 46.93 億円だった。

24 年6 月期通期は、売上高が前期比2.7％増の 862 億円、営業

利益は同2.6％増の186億円を計画。1日に発生した能登半島地

震を受けて、復興需要を見込んだ買いが関連銘柄に集まってい

る。高度成長期に建設された橋梁・トンネル等の急速な老朽化に

伴い、同社においても長寿命化や予防保全のニーズが益々高

まることが予想される。 

 

■短期過熱も押し目買い意欲は強い 

 

株価は1月5日に6588円まで買われ、22年10月に付けた最

高値を更新した。ボリンジャーバンドの+3σ水準に接近したこと

から、短期的な過熱感が警戒されるものの、インフラ需要の高ま

りを背景とした押し目買い意欲は強そうだ。目標株価は 22 年 10

月高値6540 円から昨年2 月安値5170 円までの下落幅1370 円

の半値をリプレイスした水準となる 7220 円とする。 

 

★リスク要因 

資材価格の高騰。 

1414：日足 

 

マドを空けての上昇で 11 月高値水

準を上放れ。 

          

インフラの長寿命化や予防保全のニーズが益々高まる 

ショーボンドホールディングス〈1414〉プライム 

今週の分析銘柄 
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今週の分析銘柄 -2- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2019/12連 1,000,005 2.9% 498,641 511,088 -1.6% 123,550 84.61

2020/12連 771,046 -22.9% 248,471 257,335 -49.6% -111,699 -

2021/12連 1,244,369 61.4% 590,657 657,627 155.6% 223,048 153.87

2022/12連 2,324,660 86.8% 1,246,408 1,438,242 118.7% 438,276 320.69

2023/12連予 2,155,000 -7.3% 1,107,000 1,291,000 -10.5% 340,000 262.51

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 1981.5 円 

目標株価 2350 円 

業種 鉱業 

■過去5年平均の原油価格・為替では純利益は2700億円水準か

 

 原油・ガス開発生産国内最大手。23年12月期純利益は3400億

円が見込まれているが、前提となる通期平均の原油価格（ブレン

ド）は82.7ドル/バレル、為替は138.6円/ドルである。原油価格上

昇と為替の円安は利益を押し上げる。24年12月期は23年12月期

と比べると原油価格は下落し、為替は円高ドル安が見込まれる

が、過去5年平均の原油価格約70ドル/バレル、ドル円は約120円

/ドルの水準でも純利益は2700.00億円レベルが期待されよう。 

 

■継続的な自己株式取得と消却が期待される 

 

 足元株価は PBR 約 0.6 倍の水準。株価水準を引き上げるため

同社では資本効率の向上に向けたアクションを進める方針。資

本効率を高める効果的な方法としては、まず自己株式取得と消

却があげられる。同社は 21 年 12 月期 700 億円、22 年 12 月期

1200億円、23年12月期1000億円の自己株式取得と消却を行っ

ており、今後も継続的な自己株式取得および消却が期待される。

配当についても、24 年 12 月期配当金は 23 年 12 月期を下回ら

ない金額にする方針。株価は昨年 9 月には株価は 2350 円レベ

ルまで上昇する時期もあった。この水準は PBR 約 0.7 倍の水準

でもあり、これを当面の目標株価とする。 

 

★リスク要因 

原油価格の大幅な下落など。 

1605：日足 

 

5日線と25日線のゴールデンクロス

が実現されつつある。 

          

資本効率向上に向けたアクションが株価を押し上げよう 

INPEX〈1605〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -3- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3単 2,625 55.3% -278 -280 - -357 -

2021/3単 3,402 29.6% -11 -16 - -131 -

2022/3単 4,496 32.2% 174 164 - 210 18.30

2023/3単 5,990 33.2% 322 317 93.9% 246 21.32

2024/3単予 7,390 23.4% - - - - -

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 2150 円 

目標株価 2525 円 

業種 情報・通信 

■売上高の88％がストック収益 

 

 社員の顔や名前、経験、評価、スキル、才能などの人材情報を

一元管理して可視化するプラットフォーム「カオナビ」を開発・運

営する。BtoB クラウドサービスのサブスクリプションモデルで、月

額利用料から計上されるストック収益が売上高の約88％を占める

（24 年3 月期上期）。トヨタやみずほ、JCB など日本を代表するよ

うな企業のほか、東北大学などの教育機関や渋谷区などの自治

体、医療法人等、業界や規模を問わず 多くの企業や団体に活

用されている。リクルート HD<6098>の持分法適用関連会社。 

 

■上期営業利益は89.6％増 

 

 24年3月期上期営業利益は2.75億円（前年同期比89.6％増）。

9 月末の「カオナビ」の利用企業・団体数は前年同期比 22.0％増

の 3330 社、直近 12 カ月平均の解約率は同 0.01 ポイント減

0.48％となった。上期売上高は同 27.9％増の 35.98 億円となり、

ストック収益増加が寄与した。24年3月期調整後営業利益は7.20

億～9.60 億円（前期比 51.9～102.5％増）予想。中期的には、労

務管理や採用管理など様々なサービスと連携して付加価値を高

める方針。株価はやや方向感が定まらない展開だが、業績は好

調だ。まずは昨年11 月高値2525 円を目標株価としたい。 

 

★リスク要因 

同業他社との競争激化など。 

4435：日足 

 

200 日線を明確に上抜けた後の上

昇に期待。 

          

社員の人材情報を一元管理、サービス連携で付加価値向上へ 

カオナビ〈4435〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -4- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9単 381 - - 71 - 53 4.63

2021/9単 656 72.2% 83 84 18.3% 60 5.26

2022/9単 733 11.7% -55 -55 - -39 -

2023/9単 1,369 86.8% 206 193 - 139 9.70

2024/9単予 1,644 20.1% 210 210 8.4% 143 9.07

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 744 円 

目標株価 1000 円 

業種 情報・通信 

■23年9月期の売上高は前期比86.8％増 

 

 個社の課題に合わせた AI 開発、AI ソリューション設計と AI 導

入を通じた事業変革コンサルティングを通じて企業の AI イノベ

ーションを共創する「カスタム AI」が主力。23 年 9 月期の営業利

益が2.06億円（前期は0.55億円の損失）と黒字転換し、従来予想

（1.72 億円）を上回った。売上高は前期比86.8％増の 13.69 億円

となり、AI の旺盛な需要を背景に、新規及び既存顧客ともに営業

が好調に推移した。また、新規顧客獲得数が 11 社で着地してお

り、年間売上高1 億円を超える顧客が 3 社へ増加も、売上上位3

社の構成割合は減少傾向。 

 

■時流に乗るAI関連銘柄の一角 

 

2023 年末にかけて株価はじりじりと下げ幅を広げていたが、

700 円水準で地固めとなるか注目しておきたい。同社は機械学

習を活用したオーダーメイド型 AI「カスタム AI」の開発事業を手

掛け、時流に乗るAI関連銘柄の1つであり、2024年もAI関連の

企業には注目が集まろう。取引実績には国内大手企業の名が連

ねており、2023年11 月にはがRapidus(株)が追加されている。今

後の高い成長性に期待して、一旦は底値圏からの回復を見込み

2023 年11 月高値水準の 1000 円を目標株価とする。 

 

★リスク要因 

顧客獲得ペースの鈍化、同業他社との競争など。 

5586：日足 

 

 底値圏からの反発に期待。 

23年9月期の営業利益は黒字浮上、「カスタムAI」の需要増に期待 

Laboro.AI〈5586〉グロース 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -5- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連S 1,534,045 -2.6% 253,247 254,032 -5.0% 183,012 286.05

2021/3連S 1,630,193 6.3% 313,240 316,417 24.6% 237,057 370.51

2022/3連S 1,812,521 11.2% 424,060 432,702 36.8% 314,124 490.95

2023/3連S 1,686,796 -6.9% 297,887 314,895 -27.2% 253,690 401.33

2024/3連I予 1,620,000 - 270,000 298,000 - 225,000 119.10

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 2907.5 円 

目標株価 3600 円 

業種 電気機器 

■北米と中国メーカーのスマホ生産が回復 

 

大手電子部品メーカーでコンデンサや EMI 除去フィルタ高周

波モジュール等を手掛ける。積層セラミックコンデンサで高シェ

ア。24 年3 月期第2 四半期（23 年7-9 月）の営業利益は前年同

期比19.1％減の888億円で着地したが、前四半期比では77.2％

増となり、市場コンセンサス（700 億円強）も大幅に上振れた。ま

た、10 月末に通期計画を上方修正。営業利益は従来予想から

500 億円増の 2700 億円へ引き上げ、市場予想（2550 億円程度）

を上回る水準となった。北米と中国メーカーのスマホ生産が回復

し、在庫も適正水準に引き下げられている。 

 

■2023年末に株価は上昇 

 

株価は10 月末の決算発表後、窓を開けて上昇した。その後保

ち合いとなるも、年末12 月29 日には 3033 円まで上昇し年初来

高値を更新。直近 PER・PBR は過去の推移と比較して割高感に

乏しく、落ち込んでいたスマホ向け電子部品の需要も回復局面

に入ってきている。年明けは米アップルの株価下落が嫌気され

一旦下げたものの、今後更なる業績回復に期待ができそうで、目

標株価は 2021 年高値付近の 3600 円を見込む。 

 

★リスク要因 

急速な円高進行など。 

6981：日足 

 

25 日線が再度上向きに転換。 

スマホ電子部品の需要が回復傾向、業績改善に期待 

村田製作所〈6981〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -6- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/3連I 1,263,178 - 47,859 29,182 - 8,204 53.93

2021/3連I 1,112,906 -11.9% 27,961 27,617 -5.4% 13,093 88.13

2022/3連I 1,172,904 5.4% 81,497 87,637 217.3% 66,065 439.77

2023/3連I 1,352,940 15.3% 81,985 64,865 -26.0% 44,545 294.48

2024/3連I予 1,300,000 -3.9% -80,000 -80,000 - -90,000 -592.57

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 2827 円 

目標株価 4000 円 

業種 機械 

■防衛省、民間航空機にジェットエンジンを供給 

 

 「資源・エネルギー・環境」「社会基盤」「産業システム・汎用機

械」「航空・宇宙・防衛」の4分野で世界的に事業を展開している。

航空エンジンについては、日本のジェットエンジン生産の約７割

を担う。防衛省が運用する航空エンジンの開発・生産を主契約者

として担い、戦闘機用は全機種を担当している。また、民間航空

エンジン事業では国際共同開発に参画。エンジンモジュールや

部品を開発、供給している。 

 

■25年3月期以降は業績回復が期待される 

 

 24 年3 月期営業損失は 800 億円と赤字見通し。米航空防衛大

手 RTX 傘下のエンジンメーカー「プラット・アンド・ホイットニー」

（以下、PW）が製造した航空エンジンに不具合が見つかったとし

て回収が行われることになり、プロジェクトに参画する同社も航空

会社への補償などが求められた。PW 製エンジンに関わる損失

は一過性の問題と思われ、25 年 3 月期以降は業績回復が進も

う。25 年3 月期営業利益は 1000 億円、EPS は 470 円を超える水

準が見込まれる。PW製エンジンの問題が発生する前には、株価

は 4000 円レベルで推移する時期もあったことから、これを当面

の目標株価とする。 

 

★リスク要因 

PW 製エンジンに関する補償費増大など。 

7013：日足 

 

5日線と25日線のゴールデンクロス

が発生。 

          

日本のジェットエンジン生産のリーディングカンパニー 

IHI〈7013〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -7- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/9連 9,174 70.9% 1,876 1,779 100.0% 1,204 53.78

2021/9連 15,334 67.1% 3,784 3,779 118.7% 2,627 112.31

2022/9連 23,072 50.5% 6,132 6,060 60.4% 4,279 88.06

2023/9連 31,985 38.6% 8,630 8,541 40.9% 6,310 64.44

2024/9連予 42,638 33.3% 10,500 10,309 20.7% 7,255 74.02

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 2915 円 

目標株価 3840 円 

業種 サービス 

■慢性期・終末期の看護・介護ケアに特化 

 

 医療施設型ホスピス「医心館」を運営する。医師機能をアウトソ

ーシングした在宅型の「病床」で、精密検査や外来、救命救急な

どの機能を落としコスト負担を軽減する一方、慢性期・終末期の

看護・介護ケアに特化している。医師は常駐しないが、地域のか

かりつけ医と連携して「病床」をシェアし、必要な訪問診療を提供

している。23 年 9 月末の施設数は 76 施設、定員は 3795 名。施

設の40％が首都圏での展開となっている。23年9月期営業利益

は 86.30 億円（前期比 40.7％増）。新規開設事業所の立ち上がり

が好調で、売上高は同38.6％増の 319.85 億円となった。 

 

■25年9月末に131施設・定員6621名体制へ 

 

24 年 9 月期営業利益は 105 億円（前期比 21.7％増）予想。新

たに 27 施設を開設し、期末施設数は 103 施設、定員 5206 名と

する計画。売上高は同33.3％増の426.38億円予想と前期に続き

事業拡大を見込む。日本では現在、長期療養は短縮の方向にあ

る一方、退院後も 24 時間ケアが必要な患者は多い。同社ではこ

うした状況に対応し、25 年9 月末には 131 施設・定員6621 名と、

さらに事業規模を拡大する計画だ。株価は 10 月の安値以降、堅

調な展開となっている。2023 年 2 月高値となる 3840 円を目標株

価としたい。 

 

★リスク要因 

看護・介護スタッフの採用難など。 

7071：日足 

 

株価は今期の好業績予想を織り込

む動きに。 

          

医療施設型ホスピス「医心館」を運営、高水準の施設開設続く 

アンビスホールディングス〈7071〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望
今週の分析銘柄 -8- 

(百万円)

会計期 売上高 前期比 営業利益 経常利益 前期比 当期利益 １株益(円)

2020/8連 126,842 -19.0% -3,815 -2,091 - -3,450 -

2021/8連 126,513 -0.3% -2,264 3,455 - 1,765 36.31

2022/8連 144,275 14.0% 422 10,774 211.8% 5,660 115.91

2023/8連 183,244 27.0% 7,222 7,949 -26.2% 5,154 105.62

2024/8連予 211,000 15.1% 13,100 12,800 61.0% 8,200 168.02

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

売買単位 100 株 

1/5 終値 5150 円 

目標株価 5600 円 

業種 小売 

■24年8月期業績は増収増益を計画 

 

足もと 23 年 8 月期業績は、売上高が前期比 27.0％増の

1832.44億円、営業利益は同1607.6％増の72.22億円だった。新

型コロナウイルス感染症への行動制限緩和による経済活動の正

常化に伴い、個人消費意欲の高まりやインバウンド需要が回復。

24 年8 月期業績は、売上高が前期比15.1％増の 2110 億円、営

業利益は同 81.4％増の 131 億円と増収増益を計画している。景

気減速が警戒される中国などでは低価格の外食チェーンへの

需要が高いと考えられ、アジアでの出店拡大に伴う中長期的な

成長期待は高そうだ。 

 

■決算評価前の水準までの調整で仕切り直し 

 

株価は昨年10月11日決算発表翌日からストップ高を付け、11

月 2 日には 6320 円まで買われた。その後は緩やかな調整を継

続し、12月15日には4745円と決算発表前の水準まで下落した。

足もとでは 5000 円を挟んだ保ち合いを継続するなか、先週末に

は大幅反発で 25 日線を捉えてきており、リバウンド狙いのスタン

スで注目。目標株価はボリンジャーバンドの+1σ水準となる 5600

円とする。 

 

★リスク要因 

食材価格の高騰。 

7581：日足 

 

上値抵抗の 25 日線を捉える。 

          

アジアでの出店拡大に伴う中長期的な成長期待 

サイゼリヤ〈7581〉プライム 
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Ｍａｒｋｅｔ展望 読者の気になる銘柄 

 
 

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

円 

（株） 

川崎汽船 プライム〈9107〉／コンテナ運賃の上昇傾向が続く 

円 

（株） 

23 年最終週は大幅反落となったも

のの、24 年に入ってからは急反発。

先々週は、デンマークのコンテナ海運

大手APモラー・マースクが紅海を航

行する船舶の運航再開に向けた準備

を進めていると発表、コンテナ船運賃

の過度な先高期待が後退する形にな

った。ただ、先週は一転、フーシ派に

よる紅海での商船への攻撃が相次ぐ

中、マークスがコンテナ船の紅海航行

を当面停止すると発表。市況上昇への

期待があらためて高まる状況に。 

代表的なコンテナ運賃指数である

SCFI は、12 月 29 日時点が 1759.57

で22日時点の1254.99から約4割の

急上昇となったが、1月5日時点では

1896.65となり、さらに7.8％の上昇

となっている。足元では米長期金利が

上昇傾向にあり、バリュー株見直しの

流れになりやすいことも支援。3月末

にかけての配当権利取りの動きなど

も今後は下支えとなろう。 

ニトリホールディングス プライム〈9843〉／中期円高基調に変化なく押し目買い妙味 

年初からは大幅反落の展開。米国で

は経済指標の上振れを受けて長期金

利が足元で反転基調にあり、一方の国

内では能登半島地震の発生によって

日銀の緩和政策修正時期の先送りが

意識される状況となっている。これに

より、為替市場ではドル高円安への反

転の流れが年初から強まっている。円

高メリットの代表格と位置付けられ

る同社などには換金売りの動きが優

勢となりつつあるようだ。 

ただ、年前半には米国が利下げに転

じる可能性は高く、日銀でも米利下げ

転換前に緩和政策の修正が実施され

る公算は大きいと考える。とりわけ、

1月の日銀決定会合は、近いタイミン

グでの政策修正を織り込むイベント

になると考えられ、ドル高円安の流れ

自体には変化がないだろう。目先、75

日線、200日線レベルでの押し目買い

妙味は強いと判断する。 

読者の気になる



 

株式会社フィスコ 18

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読みください。 

Vol. 550 Weekly 
2024 01 09 

週刊相場観測誌
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SCSK  プライム〈9719〉 

日足ベースの一目均衡表。転換線が

昨年12月27日をボトムに反転して短

期的な調整局面通過を示唆。先週末 1

月 5 日は昨年来高値を更新し、ローソ

ク足が 5 本連続陽線を描いて強い買い

圧力を窺わせた。転換線が基準線を上

回って三役好転が完成し、買い手優勢

の形状が一段と鮮明になった。基準線

も先週末に上向いて上昇圧力の強まり

を示唆しており、上値を探る展開が予

想される。 

住友倉庫  プライム〈9303〉 

週足ベースのローソク足。1月1週は

陽線を描き、高値と安値を2週連続で切

り上げて終了。株価下方では上向きの

26週移動平均線を上昇2週目の13週線

が上抜いてゴールデンクロスを形成し、

中長期の上昇トレンド入りを示唆して

いる。13 週線乖離率は3.89％と過熱ゾ

ーン入りの10％まで余裕を残しており、

昨年9月の上場来高値2589円突破とそ

の後の上値追い継続が期待できよう。 

今週のテクニカ

-13 -26 -52  -200 

基準線  転換線  先行スパン A 先行スパン B 
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コード 銘柄 市場
1/5
株価
（円）

概要

2121 MIXI プライム 2426 「モンスターストライク」はeスポーツの有力競技のひとつ

2415 ヒューマンHD スタンダード 1288 グループ企業でeスポーツ専門校を運営

3328 BEENOS プライム 1396 eスポーツの事業推進子会社「ビーノストーム」を持つ

3635 コーエーテクモHD プライム 1623.5 「DEAD OR ALIVE 」はeスポーツの有力ソフトのひとつ

3676 デジタルハーツHD プライム 986 eスポーツ事業でGameWith<6552>と資本業務提携

3904 カヤック グロース 808 eスポーツ専業ウェルプレイド・ライゼスト<9565>の親会社

3911 Aiming グロース 248 eスポーツチームのメーンスポンサーを務める

3932 アカツキ プライム 2479 eスポーツ実業団を組織化、オンラインストアでグッズも販売

4284 ソルクシーズ スタンダード 401 声優を活用したeスポーツレクリエーションの提供を開始

4301 アミューズ プライム 1503 eスポーツチームを2023年7月に立ち上げ、大阪万博も意識

4308 Jストリーム グロース 374 「eSports専用ライブ中継サービス」を手掛ける

4751 サイバーエージェント プライム 888.6 eスポーツ大会の運営・製作・企画会社をグループに持つ

4763 クリーク・アンド・リバー社 プライム 2210 ウェルプレイド・ライゼストと協業プロジェクトを展開

5975 東プレ プライム 1918 高機能のゲーミングキーボード生産を手掛ける

6460 セガサミーHD プライム 2039.5 「ぷよぷよ」は東京eスポーツフェスタ競技種目のひとつ

6670 MCJ スタンダード 1099 日本eスポーツ連合とオフィシャルPCサプライヤー契約を締結

6750 エレコム プライム 1699 eスポーツ施設にエレコム製の高性能デバイスを提供

6758 ソニーグループ プライム 13170 eスポーツのゲーミング新ブランド「INZONE」を発売

7832 バンダイナムコHD プライム 2839 「太鼓の達人」は東京eスポーツフェスタ競技種目のひとつ

7911 TOPPANHD プライム 3921 eスポーツ企業支援サービス展開、ビジネスイベントも企画

8802 三菱地所 プライム 1996.5 eスポーツの主催ビジネスを開催の実績

9613 NTTデータグループ プライム 1980 eスポーツ環境整備に向けたソリューションを提供

9684 スクウェア・エニックス・HD プライム 5203 日本eスポーツ連合に加盟するゲーム大手の1社

9697 カプコン プライム 4803 格闘ゲーム「ストリートファイター」でeスポーツリーグ組織

9766 コナミグループ プライム 7874 eスポーツ関連の有力企業、eスポーツ専門スクールも持つ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 
テーマ別分析 

テーマ別分析：e スポーツ関連 

■IOC が e スポーツ五輪の日本開催を打診 

 

国際オリンピック委員会（IOC）が新設を検討している「オリンピック・e スポーツ・ゲームズ」について、2026 年大会を日本

で開催することを打診していることが昨年末に複数のメディアで報じられた。開催が決まればeスポーツビジネスの事業拡大の起

爆剤になると期待されている。このことが買い材料視され、e スポーツ専業のウェルプレイド・ライゼスト<9565>は大発会となる

1月4日から連日ストップ高となっている。 

e スポーツは対戦型格闘ゲームやスポーツゲームなどのコンピューターゲームの対戦を“スポーツ”としてとらえ、個人やチー

ムで競技するもの。ゲーム開発会社のほか、大会企画・運営、ゲーム専用機器メーカー、プロゲーマー育成、e スポーツチーム支

援企業などが関連銘柄として挙げられよう。2025年の「大阪・関西万博」と連携したeスポーツの発信もアクションプランに盛り

込まれており、注目度が高まってきそうだ。 

テーマ別分析 

■主な「e スポーツ」関連銘柄 

 

出所：フィスコ作成 
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■出遅れ感の強い低PBR 銘柄 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

カテゴリー考察 
スクリーニング分析 

出遅れ感の強い低 PBR 銘柄 

■米長期金利上昇で短期的にはバリュー株への関心も 

 

24年に入って、底堅い景気指標を受けた米長期金利の上昇傾向が強まってきており、グロース株には逆風の相場展開となってき

ている。短期的にはバリュー株への関心も高める必要がある。こうしたなか、東証ではPBR改善対策の開示企業リストを近く公表

する見通しとなっていることで、PBR1倍割れ銘柄に対する注目度があらためて高まる可能性があろう。昨年は低PBR銘柄の水準訂

正が全般的に強まった印象があり、年間下落率が10％以上となっているような銘柄には出遅れ感が意識される。この中で、業績が

相対的に底堅い銘柄をスクリーニングしている。 

スクリーニング要件としては、①PBRが1倍以下、②昨年1年間の株価下落率が10％以上、③前期実績、今期見通しともに営業

増益。 

スクリーニング

出所：フィスコアプリより作成 

 

コード 銘柄 市場
1/5株価

（円）
時価総額
（億円）

株価騰落率
（％）

PBR
（倍）

予想
1株利益

（円）

2120 LIFULL プライム 185.0 248.3 -21.15 0.73 10.06

2666 オートウェーブ スタンダード 159.0 23.0 -10.98 0.62 18.78

4616 川上塗料 スタンダード 1,499.0 15.0 -27.13 0.55 220.96

4735 京進 スタンダード 348.0 29.2 -13.85 0.80 25.75

6145 NITTOKU スタンダード 1,968.0 356.2 -14.68 1.00 130.07

6412 平和 プライム 2,129.0 2,124.9 -15.53 0.91 212.92

6428 オーイズミ スタンダード 429.0 96.5 -13.92 0.53 27.56

6817 スミダコーポレーション プライム 1,167.0 375.1 -16.08 0.68 156.31

7128 フルサト・マルカHD プライム 2,602.0 665.2 -26.66 0.92 185.12

7211 三菱自動車工業 プライム 454.8 6,777.8 -11.96 0.84 94.05

7991 マミヤ・オーピー スタンダード 1,359.0 127.2 -19.02 0.72 344.66

8050 セイコーグループ プライム 2,699.0 1,117.5 -13.24 0.86 193.72

（注）株価乖離率は23年年間
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■半導体製造装置市場にも追い風 

野村證券はAIサーバー関連銘柄に注目している。2022年11月にオープンAIの対話型AI「ChatGPT」が発表されて以降、大手

テクノロジー企業による生成AIの開発競争が激化している状況に着目。生成AIの開発・運営には、大量のデータを処理するため

の AI 半導体が必要不可欠であり、AI 半導体を搭載した AI サーバーの需要が拡大しているようだ。AI サーバー市場拡大は GPU

（Graphics Processing Unit）の需要を急速に高めているほか、AIサーバーではメモリー半導体の使用量も増加するとみられてい

る。2022年10月に出荷を開始し需要が急拡大している米エヌビディアのAI用GPU「H100」は、複数のチップを1つのチップのよ

うに集積する「異種チップ集積」の製品で、台湾 TSMC 独自の先端パッケージング技術「CoWoS（Chip on Water on Substrate）」

で製造されている。H100の需要急増を受け、CoWoSの生産能力拡張が予想されており、後工程の製造装置市場拡大に寄与すると期

待されているとし、AIサーバー関連銘柄の一例を掲載している。 

コード 銘柄名 概要

6146 ディスコ
生成AI市場の拡大で同社が世界シェア首位のダイサー・グラインダーの需要
が拡大している。

6315 TOWA
半導体のモールディング(封止)装置で世界首位。HBM向けのフリップチップボ
ンダー(注2)を受注した。

6728 アルバック HBM向けのスパッタリング装置(注2)を受注した。

6857 アドバンテスト
集積回路の最終試験で使用されるテスター(注2)で世界トップクラスのシェア
を有する。

6871 日本マイクロニクス プローブカード(注2)世界大手。HBM向けにプローブカードを受注した。

6920 レーザーテック HBM向けのウエハー厚さ検査装置を受注した。

7729 東京精密 CoWoS向けにダイサー・グラインダー、HBM向けにプローバ(注2)を受注した。

8035 東京エレクトロン
幅広い製造装置を手掛ける半導体製造装置大手。HBM向けにウエハーボンダー
(注2)を受注した。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察 

先週の話題レポート 

生成系 AI の普及により市場が拡大する AI サーバー関連に注目 

先週の話題レポ

ート 

「AI サーバー関連銘柄の一例」（野村證券） 

 

(出所)各種資料より野村證券投資情報部作成。 
(注1)全てを網羅しているわけではない。外国株式については掲載していない。 
(注2)フリップチップボンダ―は各種半導体素子を基板上へ実装する装置。スパッタリング装置はごく薄い膜を対象物の表面に均一に作製する装

置。テスターは半導体デバイスに電気信号などを与え、設計仕様通りに動作するかどうかを検査する装置。プローブカードは検査工程において

ウエハー上に形成されたチップの電気的検査に用いられる。プローバは前工程で作られた半導体を検査する際に使用する装置。ウエハーボンダ

―はウエハー同士をボンディングする装置。 
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12月22日時点の2市場信用残高は、買い残高が559億円減

の3兆7398億円、売り残高が224億円減の8956億円。買い残

高が2週間連続の減少、売り残高は2週間ぶりの減少となった。

また、買い方の評価損益率は-10.61％から-9.67％、売り方の

評価損益率は+2.82％から-3.62％に。なお、信用倍率は 4.13

倍から4.17倍。 

この週（12月18日－22日）の日経平均は前週末終値比198.50

円高の333169.05円。日銀の金融政策決定会合で大規模金融緩

和政策の維持が決まったことから、政策変更を想定していた売

り方の買い戻す流れが優勢となった。また、米国市場では米連

邦準備理事会（FRB）による2024年の利下げ期待から買いが継

続し、NY ダウが連日で過去最高値を更新したことが支援材料

となった。21 日には 500 円超の下落となったが、週間ではプ

ラスをキープした。 

12月22日時点の大塚HD<4578>の信用倍率は0.43倍となり、

前週の1.18倍から売り長の需給状況となった。12月期決算で

あり、ノーリスクで株主優待の権利取りを狙った、ヘッジ対応

の新規売りが積み上がった格好だろう。また、ミルボン<4919>

の信用倍率は0.30倍と前週の0.76倍から、さらに売り長の需

給となった。同社も 12 月期決算であり、ノーリスクで株主優

待を狙ったヘッジ対応の新規売りが、前週から倍に積み上がっ

ていた。その他、川崎船<9107>の信用倍率は 0.21 倍となり、

前週の 0.57 倍から一段と売り長の需給状況となっている。地

政学リスクへの警戒から海運業界では紅海の航行を停止する

動きのなか、コンテナ運賃上昇への思惑が高まっていた。株価

は連日で最高値を更新するなか、買い方の利益確定の売りに対

して、新規売りが積み上がっている。 

コード 市場 銘柄
1/5終値

（円）
信用買残

（12/22：株）
信用売残

（12/22：株）
信用倍率

（12/22：倍）
信用買残

（12/15：株）
信用売残

（12/15：株）
信用倍率

（12/15：倍）

8331 東証プライム 千葉銀 1,044.5 686,400 2,419,100 0.28 586,900 230,500 2.55

4578 東証プライム 大塚ＨＤ 5,587.0 147,600 339,700 0.43 163,300 138,100 1.18

9107 東証プライム 川崎船 6,607.0 1,839,600 8,580,400 0.21 3,148,800 5,554,300 0.57

9543 東証プライム 静岡ガス 1,088.0 131,700 1,571,600 0.08 107,000 496,900 0.22

9260 東証プライム Ｗｉｓｍｅｔａｃ 5,800.0 49,000 201,000 0.24 69,000 107,200 0.64

4751 東証プライム サイバエージ 888.6 8,182,500 1,726,500 4.74 9,611,900 773,600 12.42

4099 東証プライム 四国化ＨＤ 1,819.0 30,200 570,300 0.05 20,700 158,700 0.13

4919 東証プライム ミルボン 3,625.0 152,900 509,500 0.30 183,400 242,800 0.76

4922 東証プライム コーセー 10,260.0 313,200 122,000 2.57 308,400 48,000 6.43

1980 東証プライム ダイダン 1,455.0 148,400 1,337,700 0.11 278,200 1,017,600 0.27

4967 東証プライム 小林製薬 6,564.0 250,200 311,400 0.80 265,900 136,000 1.96

9101 東証プライム 郵船 4,758.0 2,527,000 2,958,700 0.85 4,353,300 2,185,100 1.99

9722 東証プライム 藤田観 5,910.0 74,100 371,700 0.20 83,600 183,700 0.46

8591 東証プライム オリックス 2,759.0 2,116,800 539,100 3.93 2,037,000 230,200 8.85

3950 東証プライム ザ・パック 3,290.0 20,400 513,000 0.04 14,600 176,000 0.08

 

  

   

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カテゴリー考察-信用需給動向 

Market Data 

12 月決算企業の優待狙いの動き 

取組みが改善した銘柄 

信用倍率（倍） 

信用残高 金額ベース 単位：百万円 

信用需給動向 
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コラム：辰年のベトナム株 

2024 年の干支は辰（龍）。ベトナムの南北に細長い国土が

龍に似ていることから、現地の人々は辰年が縁起の良い年と

考えられているそうです。同国の株価は昨年末から底堅さを

維持しており、過去 2 年間の冴えない相場が好転するか、市

場の期待も高まっています。 

 

代表的な株価指数VNは昨年12月18日以降、上昇トレンド

に転じ、同日の 1091 ポイントから 1150 ポイント付近まで上値

を伸ばしました。特に、年末年始の休暇を挟んで海外勢の売

りが先行するものの、終盤は国内勢の買戻しが相場を押し上

げるケースが目立ちます。テクニカルの要因が指数を支えて

いると指摘されますが、やはり先高期待により国内の投資家

が買いを膨らませているもようです。 

 

過去 2 年間、ベトナムはアジアの成長センターと言われた

にもかかわらず、株価は低調でした。VN 指数は 2022 年の年

明けに過去最高値圏の 1500 ポイントに浮上した後、春先から

不正行為による信用失墜で急落。投資ブームの退潮で同年の

終盤は1000ポイントを割り込みます。翌2023年は再起が期待

され、9 月には 1240 ポイント台まで持ち直したものの、ダブル

トップを付けて再び失速してしまいます。 

 

それでも VN 指数が下げ渋ったのは、ベトナム国家銀行（中

銀）の金融緩和が背景にあります。同中銀は約 3 年ぶりに政

策金利の引き下げに踏み切った後、夏場にかけて断続的に利

下げを実施。年後半は国内勢の買戻しで、下値の堅さが意識

されるようになりました。そうした値動きから 2024 年は中長期

的な上昇トレンドが期待されており、旧正月後に地合いの良さ

が続くか注目されています。 

 

ただ、ベトナムの 2023 年の成長率は前年比＋5.05％と、前

年の 8.02％から大幅に鈍化し、政府目標の＋6.5％も下回って

います。やはり輸出が前年比-4.4％となり、特にスマートフォ

ンの不振が響きました。ベトナム政府は2024年の成長率目標

を＋6.0-6.5％としました。過去 10 年間の成長率平均の＋

5.87％を上回る高水準を見込んでおり、それを達成できるよう

なら VN 指数も堅調地合いとなりそうです。 

 

2018 年の米中貿易戦争以来、ベトナムは中国に代わる製

造拠点としての地位を高めました。最近でも東アジア地域包

括的経済連携（RCEP）といった貿易協定に加盟し、海外から

の直接投資も拡大。成長拡大の余地は大きく、今年も引き続き

アジアの原動力となりそうです。11 月の米大統領選でトランプ

前大統領の返り咲きなら米中対立の激化が予想されるため、

VN 指数の押し上げ要因として注目されるでしょう。 

 

 

※あくまでも筆者の個人的な見解であり、弊社の見解を代表

するものではありません。 
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経済カレンダー 

1月8日～1月13日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月8日 月 16:00 独・貿易収支(11月)

16:00 独・製造業受注(11月)

19:00 欧・ユーロ圏消費者信頼感指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏景況感指数(12月)

19:00 欧・ユーロ圏小売売上高(11月)

20:00 ブ・FGV消費者物価指数(IPC-S)(先週)

20:25 ブ・週次景気動向調査

27:00 ブ・貿易収支(先週)

29:00 米・消費者信用残高(11月)

株式市場は祝日のため休場(成人の日)

米・アトランタ連銀総裁が講演

1月9日 火 08:30 東京CPI(12月)

08:30 家計支出(11月)

09:30 豪・小売売上高(11月)

10:10 国債買い入れオペ(残存1-3年、残存3-5年、残存10-25年)(日本銀行)

14:00 需給ギャップと潜在成長率(日本銀行)

15:45 スイス・失業率(12月)

16:00 独・鉱工業生産指数(11月)

19:00 欧・ユーロ圏失業率(11月)

22:30 米・貿易収支(11月)

22:30 加・貿易収支(11月)

中・資金調達総額(12月、15日までに)

中・マネーサプライ(12月、15日までに)

中・元建て新規貸出残高(12月、15日までに)

米・テクノロジー見本市「CES」(12日まで)

決算発表 サムスン電子

1月10日 水 08:30 実質賃金総額(11月)

08:30 毎月勤労統計-現金給与総額(11月)

09:30 豪・消費者物価指数(11月)

22:00 ブ・自動車販売台数(12月)

24:00 米・卸売在庫(11月)

米・ニューヨーク連銀総裁が講演

米・米国証券取引委員会(SEC)がビットコイン現物投資型ETFについて承認の是非を判断する期限

独・10年債入札
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1月8日～1月13日※全て日本時間で表示 

日付 曜日 時間 内容

1月11日 木 09:30 豪・貿易収支(11月)

11:00 東京オフィス空室率(12月)

14:00 景気先行CI指数(11月)

14:00 景気一致指数(11月)

21:00 ブ・IBGEインフレ率IPCA(12月)

22:30 米・消費者物価コア指数(12月)

22:30 米・新規失業保険申請件数(先週)

28:00 米・財政収支(12月)

日銀支店長会議

地域経済報告(さくらリポート)(1月、日本銀行)

決算発表 7&iHD、ファストリ

韓・中央銀行が政策金利発表

欧・欧州中央銀行(ECB)経済報告

伊・3年債、7年債入札

1月12日 金 08:50 対外・対内証券投資(先週)

08:50 貸出動向 銀行計(12月)

08:50 銀行貸出動向(含信金前年比)(12月)

08:50 国際収支(経常収支)(11月)

10:30 中・消費者物価指数(11月)

10:30 中・生産者物価指数(11月)

14:00 景気ウォッチャー調査 先行き判断(12月)

14:00 景気ウォッチャー調査 現状判断(12月)

16:00 英・鉱工業生産指数(11月)

16:00 英・商品貿易収支(11月)

21:00 印・鉱工業生産(11月)

21:00 印・消費者物価指数(12月)

22:30 米・生産者物価コア指数(12月)

中・貿易収支(12月)

米・ミネアポリス連銀総裁が講演

決算発表 ブラックロック、BofA、ウェルズ・ファーゴ、JPモルガン、シティグループ

1月13日 土 台湾・総統選挙・立法院選挙(蔡英文総統は5月20日に任期満了)
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■（欧）11 月失業率 

9 日（火）午後7 時発表予定 

 

（10月実績は6.5％） 参考となる10月実績は6.5％。ユーロ圏の失業率に大きな変動は生じていないが、6％台前半で下げ止

まる可能性が高いとの見方が増えている。11 月については横ばいとなる可能性があるが、ユーロ圏経済はやや停滞しており、

若干の上昇もあり得る。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）11 月貿易収支 

9 日（火）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、－648億ドル） 参考となる10月実績は－643億ドル。11月については輸出の大幅な増加は期待できないことから、

赤字幅は若干拡大する可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

■（米）12 月消費者物価コア指数 

11 日（木）午後10 時30 分発表予定 

 

（予想は、前年比＋3.8％） 参考となる11月実績は前年比＋4.0％。コア指数の上昇率は鈍化しつつある。ベース効果による

前年比伸び率の押し下げ寄与は失われつつあるが、12月のインフレ率は11月実績を若干下回る見込み。 

 

------------------------------------------------------------------- 

■（日）11 月経常収支 

12 日（金）午前8 時50 分発表予定 

 

（予想は、＋2兆6156億円） 参考となる10月実績は2兆5828億円。経常黒字額は10月としては過去最大。原油などエネル

ギー資源の価格が去年に比べ下落したことが主な要因。11月については第一次所得収支の黒字額が10月実績に近い水準となる

可能性があるため、経常黒字額は10月と同水準となる可能性がある。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

 

 

 

 

 

 

 

 

日米主要経済指標のポイント
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

1月9日 2305 スタジオアリス プライム 15:30 1月11日 2918 わらべや日洋HD プライム 15:00

1月9日 3141 ウエルシアHD プライム 15:00 1月11日 2999 ホームポジション スタンダード 15:00

1月9日 3148 クリエイトSDHD プライム 15:00 1月11日 3080 ジェーソン スタンダード 16:30

1月9日 3186 ネクステージ プライム 15:00 1月11日 3382 セブン＆アイ・HD プライム 15:00

1月9日 3236 プロパスト スタンダード 15:10 1月11日 3560 ほぼ日 スタンダード 15:30

1月9日 4173 WACUL グロース 15:30 1月11日 3892 岡山製紙 スタンダード 15:00

1月9日 4714 リソー教育 プライム 15:30 1月11日 3922 PR TIMES プライム 15:00

1月9日 5982 マルゼン スタンダード 16:00 1月11日 4017 クリーマ グロース 15:00

1月9日 6093 エスクローAJ スタンダード 15:00 1月11日 4076 シイエヌエス グロース 15:00

1月9日 6496 中北製作所 スタンダード 16:30 1月11日 4187 大阪有機化学工業 プライム 15:10

1月9日 6734 ニューテック スタンダード 15:00 1月11日 4397 チームスピリット グロース 15:00

1月9日 7514 ヒマラヤ スタンダード 15:30 1月11日 4413 ボードルア グロース 16:00

1月9日 7520 エコス プライム 15:00 1月11日 4494 バリオセキュア スタンダード 15:00

1月9日 8008 ヨンドシーHD プライム 16:00 1月11日 4530 久光製薬 プライム 15:00

1月9日 8166 タカキュー スタンダード 17:00 1月11日 4728 トーセ スタンダード 15:30

1月9日 8273 イズミ プライム 15:00 1月11日 4763 クリーク・アンド・リバー社 プライム 15:00

1月9日 8931 和田興産 スタンダード 15:30 1月11日 4920 日本色材工業研究所 スタンダード 17:00

1月9日 9414 日本BS放送 スタンダード 15:00 1月11日 5129 FIXER グロース 16:00

1月9日 9948 アークス プライム 16:00 1月11日 5243 note グロース 15:00

1月10日 2157 コシダカHD プライム 15:40 1月11日 5574 ABEJA グロース -

1月10日 2670 エービーシー・マート プライム 15:00 1月11日 5932 三協立山 プライム 13:00

1月10日 2687 シー・ヴイ・エス・ベイエリア スタンダード 16:00 1月11日 6136 オーエスジー プライム 15:00

1月10日 2698 キャンドゥ スタンダード 15:00 1月11日 6255 エヌ・ピー・シー グロース 15:05

1月10日 2726 パルグループHD プライム 15:00 1月11日 6323 ローツェ プライム 15:00

1月10日 2747 北雄ラッキー スタンダード 15:00 1月11日 6469 放電精密加工研究所 スタンダード 16:00

1月10日 2792 ハニーズHD プライム 15:00 1月11日 6505 東洋電機製造 スタンダード 15:30

1月10日 2809 キユーピー プライム 15:00 1月11日 6897 ツインバード スタンダード 15:00

1月10日 2830 アヲハタ スタンダード 15:00 1月11日 7049 識学 グロース 15:00

1月10日 2882 イートアンドHD プライム 13:00 1月11日 7227 アスカ 名証メイン 15:00

1月10日 3280 エストラスト スタンダード 15:30 1月11日 7427 エコートレーディング スタンダード 15:10

1月10日 3377 バイク王＆カンパニー スタンダード 15:30 1月11日 7445 ライトオン スタンダード 15:00

1月10日 3396 フェリシモ スタンダード 15:00 1月11日 7450 サンデー スタンダード 15:00

1月10日 3546 アレンザHD プライム 15:00 1月11日 7487 小津産業 スタンダード 16:00

1月10日 3607 クラウディアHD スタンダード 15:00 1月11日 7513 コジマ プライム 15:00

1月10日 4668 明光ネットワークジャパン プライム 16:00 1月11日 7516 コーナン商事 プライム 15:00

1月10日 4745 東京個別指導学院 スタンダード 15:00 1月11日 7544 スリーエフ スタンダード 16:00

1月10日 6183 ベルシステム24HD プライム 15:00 1月11日 7607 進和 プライム 16:00

1月10日 6289 技研製作所 プライム 15:00 1月11日 7713 シグマ光機 スタンダード 15:00

1月10日 6552 GameWith スタンダード 15:00 1月11日 7818 トランザクション プライム 15:00

1月10日 7085 カーブスHD プライム 15:30 1月11日 7847 グラファイトデザイン スタンダード 15:00

1月10日 7581 サイゼリヤ プライム 15:00 1月11日 7888 三光合成 プライム 15:00

1月10日 7601 ポプラ スタンダード 14:00 1月11日 8016 オンワードHD プライム 15:00

1月10日 8244 近鉄百貨店 スタンダード 15:00 1月11日 8167 リテールパートナーズ プライム 15:00

1月10日 8260 井筒屋 スタンダード 15:00 1月11日 8181 東天紅 スタンダード 15:00

1月10日 8278 フジ プライム 15:00 1月11日 8194 ライフコーポレーション プライム 15:00

1月10日 9369 キユーソー流通システム スタンダード 15:00 1月11日 8570 イオンフィナンシャルサービス プライム 15:00

1月10日 9560 プログリット グロース 15:00 1月11日 8886 ウッドフレンズ スタンダード -

1月10日 9835 ジュンテンドー スタンダード 15:00 1月11日 8904 AVANTIA スタンダード 15:30

1月10日 9974 ベルク プライム 15:00 1月11日 8905 イオンモール プライム 15:00

1月11日 1419 タマホーム プライム 15:00 1月11日 8908 毎日コムネット スタンダード 15:00

1月11日 2303 ドーン スタンダード 15:30 1月11日 9216 ビーウィズ プライム 15:00

1月11日 2337 いちご プライム 15:20 1月11日 9381 エーアイテイー プライム 12:00

1月11日 2341 アルバイトタイムス スタンダード 15:00 1月11日 9418 USEN-NEXT HOLDINGS プライム 16:00

1月11日 2379 ディップ プライム 15:00 1月11日 9661 歌舞伎座 スタンダード 16:00

1月11日 2459 アウンコンサルティング スタンダード 15:30 1月11日 9861 吉野家HD プライム 16:00

1月11日 2668 タビオ スタンダード 15:00 1月11日 9876 コックス スタンダード 15:00

1月11日 2669 カネ美食品 スタンダード 15:00 1月11日 9903 カンセキ スタンダード 15:00

1月11日 2686 ジーフット スタンダード 15:30 1月11日 9946 ミニストップ プライム 15:00

1月11日 2791 大黒天物産 プライム 15:00 1月11日 9983 ファーストリテイリング プライム 15:01

1月11日 2872 セイヒョー スタンダード 17:30 1月11日 9993 ヤマザワ スタンダード 15:00

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 

決算カレンダー 
Market Data 

 

決算カレンダー 
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日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

1月12日 1377 サカタのタネ プライム 15:00 1月12日 3645 メディカルネット グロース 15:00

1月12日 1401 エムビーエス グロース - 1月12日 3647 ジー・スリーHD スタンダード 16:00

1月12日 1407 ウエストHD スタンダード 10:00 1月12日 3697 SHIFT プライム 15:00

1月12日 1418 インターライフHD スタンダード 16:00 1月12日 3791 IGポート スタンダード 15:00

1月12日 1430 ファーストコーポレーション スタンダード - 1月12日 3815 メディア工房 グロース 15:00

1月12日 1434 JESCOHD スタンダード 15:30 1月12日 3907 シリコンスタジオ グロース 16:00

1月12日 2153 E・JHD プライム 15:30 1月12日 3935 エディア グロース 15:00

1月12日 2168 パソナグループ プライム 15:30 1月12日 3967 エルテス グロース 17:00

1月12日 2292 S Foods プライム 15:00 1月12日 3987 エコモット グロース 15:30

1月12日 2338 クオンタムソリューションズ スタンダード - 1月12日 3990 UUUM グロース 15:00

1月12日 2449 プラップジャパン スタンダード 15:30 1月12日 3991 ウォンテッドリー グロース 15:00

1月12日 2462 ライク プライム 15:00 1月12日 3994 マネーフォワード プライム 15:00

1月12日 2471 エスプール プライム 15:30 1月12日 3996 サインポスト スタンダード 16:00

1月12日 2493 イーサポートリンク スタンダード 15:30 1月12日 4015 アララ グロース 16:00

1月12日 2651 ローソン プライム 15:00 1月12日 4016 MITHD スタンダード 17:30

1月12日 2653 イオン九州 スタンダード 15:00 1月12日 4055 ティアンドエス グロース 15:00

1月12日 2734 サーラコーポレーション プライム 15:40 1月12日 4057 インターファクトリー グロース 15:00

1月12日 2735 ワッツ スタンダード 15:30 1月12日 4197 アスマーク スタンダード -

1月12日 2736 フェスタリアHD スタンダード 16:00 1月12日 4198 テンダ スタンダード 15:30

1月12日 2769 ヴィレッジV スタンダード 15:10 1月12日 4370 モビルス グロース 15:00

1月12日 2798 Ysテーブル スタンダード 16:00 1月12日 4394 エクスモーション グロース 15:00

1月12日 2927 AFC-HDアムスライフサイエンス スタンダード 15:00 1月12日 4412 サイエンスアーツ グロース 15:00

1月12日 2930 北の達人コーポレーション プライム 15:30 1月12日 4429 リックソフト グロース 16:00

1月12日 2934 ジェイフロンティア グロース 15:00 1月12日 4430 東海ソフト スタンダード 15:00

1月12日 2975 スター・マイカ・HD プライム 15:30 1月12日 4432 ウイングアーク1st プライム 15:00

1月12日 3030 ハブ スタンダード 15:30 1月12日 4434 サーバーワークス スタンダード 15:00

1月12日 3045 カワサキ スタンダード 15:30 1月12日 4439 東名 スタンダード 15:30

1月12日 3046 ジンズHD プライム 16:00 1月12日 4440 ヴィッツ スタンダード 15:00

1月12日 3048 ビックカメラ プライム 15:00 1月12日 4443 Sansan プライム 15:00

1月12日 3063 ジェイグループHD グロース 15:00 1月12日 4490 ビザスク グロース 15:00

1月12日 3065 ライフフーズ スタンダード 15:15 1月12日 4577 ダイト プライム 15:00

1月12日 3073 DDグループ プライム 15:30 1月12日 4616 川上塗料 スタンダード 15:00

1月12日 3083 シーズメン スタンダード 15:00 1月12日 4645 市進HD スタンダード 16:00

1月12日 3087 ドトール・日レスHD プライム 15:30 1月12日 4735 京進 スタンダード 16:00

1月12日 3093 トレジャー・ファクトリー プライム 15:00 1月12日 4760 アルファ スタンダード 15:00

1月12日 3139 ラクト・ジャパン プライム 15:40 1月12日 4829 日本エンタープライズ スタンダード 16:00

1月12日 3174 ハピネス・アンド・ディ スタンダード 15:10 1月12日 4885 室町ケミカル スタンダード 16:00

1月12日 3177 ありがとうサービス スタンダード 15:30 1月12日 4992 北興化学工業 スタンダード 15:00

1月12日 3181 買取王国 スタンダード 15:30 1月12日 5026 トリプルアイズ グロース 15:00

1月12日 3192 白鳩 スタンダード 15:00 1月12日 5078 セレコーポレーション スタンダード 15:30

1月12日 3198 SFPHD プライム 15:00 1月12日 5127 グッピーズ グロース 15:00

1月12日 3201 日本毛織 プライム 15:00 1月12日 5250 プライム・ストラテジー スタンダード -

1月12日 3223 エスエルディー スタンダード - 1月12日 5271 トーヨーアサノ スタンダード 15:00

1月12日 3267 フィル・カンパニー スタンダード 15:00 1月12日 5527 property technologies グロース 15:15

1月12日 3297 東武住販 スタンダード 14:00 1月12日 5577 アイデミー グロース -

1月12日 3349 コスモス薬品 プライム 15:00 1月12日 5578 ARアドバンストテクノロジ グロース -

1月12日 3384 アークコア 名証ネクスト - 1月12日 5580 プロディライト グロース -

1月12日 3387 クリエイト・レストランツ・HD プライム 16:30 1月12日 5885 ジーデップ・アドバンス スタンダード -

1月12日 3454 ファーストブラザーズ スタンダード 17:00 1月12日 5900 ダイケン スタンダード 15:30

1月12日 3490 アズ企画設計 スタンダード 15:30 1月12日 5942 日本フイルコン スタンダード 15:00

1月12日 3498 霞ヶ関キャピタル プライム 15:30 1月12日 5967 TONE スタンダード 15:00

1月12日 3501 住江織物 プライム 16:00 1月12日 6044 三機サービス スタンダード 15:00

1月12日 3536 アクサスHD スタンダード 13:30 1月12日 6048 デザインワン・ジャパン スタンダード 15:00

1月12日 3541 農業総合研究所 グロース 15:00 1月12日 6058 ベクトル プライム 15:00

1月12日 3543 コメダHD プライム 15:30 1月12日 6086 シンメンテHD グロース 15:00

1月12日 3550 スタジオアタオ グロース 16:00 1月12日 6159 ミクロン精密 スタンダード 15:10

1月12日 3557 ユナイテッド＆コレクティブ グロース 16:30 1月12日 6182 メタリアル グロース 15:00

1月12日 3562 No.1 スタンダード 15:00 1月12日 6199 セラク スタンダード 15:00

1月12日 3608 TSIHD プライム 15:00 1月12日 6224 JRC グロース -

1月12日 3627 テクミラHD スタンダード 15:00 1月12日 6312 フロイント産業 スタンダード 15:30

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

決算カレンダー 
Market Data 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 コード 銘柄 上場部名 時刻 日付 コード 銘柄 上場部名 時刻

1月12日 6432 竹内製作所 プライム 15:00 1月12日 9278 ブックオフグループHD プライム 15:00

1月12日 6474 不二越 プライム - 1月12日 9313 丸八倉庫 スタンダード 15:00

1月12日 6489 前澤工業 スタンダード 15:00 1月12日 9331 キャスター グロース -

1月12日 6492 岡野バルブ製造 スタンダード 15:00 1月12日 9558 ジャパニアス グロース 15:00

1月12日 6506 安川電機 プライム 16:00 1月12日 9601 松竹 プライム 14:00

1月12日 6521 オキサイド グロース 15:00 1月12日 9647 協和コンサルタンツ スタンダード 15:00

1月12日 6522 アスタリスク グロース 15:25 1月12日 9716 乃村工藝社 プライム 16:00

1月12日 6532 ベイカレント・コンサルティング プライム 15:00 1月12日 9720 ホテル、ニューグランド スタンダード 15:00

1月12日 6543 日宣 スタンダード 15:00 1月12日 9740 セントラル警備保障 プライム 15:30

1月12日 6555 MS&Consulting スタンダード 17:00 1月12日 9765 オオバ プライム 16:00

1月12日 6558 クックビズ グロース 15:00 1月12日 9778 昴 スタンダード 16:00

1月12日 6572 RPAHD プライム 16:00 1月12日 9812 テーオーHD スタンダード 15:00

1月12日 6578 エヌリンクス スタンダード 15:30 1月12日 9837 モリト プライム 15:30

1月12日 6668 ADプラズマ スタンダード 15:00 1月12日 9842 アークランズ プライム 15:00

1月12日 7035 and factory スタンダード 16:00 1月12日 9978 文教堂グループHD スタンダード 15:30

1月12日 7065 ユーピーアール スタンダード 15:00 1月12日 9982 タキヒヨー スタンダード 18:00

1月12日 7086 きずなHD グロース 15:00

1月12日 7219 エッチ・ケー・エス スタンダード 15:15

1月12日 7351 グッドパッチ グロース 15:00

1月12日 7352 TWOSTONE&Sons グロース 15:30

1月12日 7357 ジオコード スタンダード 15:40

1月12日 7360 オンデック グロース 15:00

1月12日 7370 Enjin グロース 15:00

1月12日 7373 アイドマ・HD グロース 15:00

1月12日 7434 オータケ スタンダード 15:10

1月12日 7453 良品計画 プライム 15:00

1月12日 7512 イオン北海道 スタンダード 15:00

1月12日 7599 IDOM プライム 15:00

1月12日 7603 マックハウス スタンダード 15:00

1月12日 7608 エスケイジャパン スタンダード 14:00

1月12日 7673 ダイコー通産 スタンダード 15:00

1月12日 7689 コパ・コーポレーション グロース 16:00

1月12日 7719 東京衡機 スタンダード 15:00

1月12日 7725 インターアクション プライム 16:00

1月12日 7730 マニー プライム 15:30

1月12日 7805 プリントネット スタンダード 11:45

1月12日 7807 幸和製作所 スタンダード 15:00

1月12日 7829 サマンサJP グロース 17:00

1月12日 7928 旭化学工業 スタンダード 16:00

1月12日 8095 アステナHD プライム 17:30

1月12日 8125 ワキタ プライム 15:30

1月12日 8127 ヤマトインターナショナル スタンダード 15:00

1月12日 8143 ラピーヌ スタンダード 16:50

1月12日 8185 チヨダ プライム 15:30

1月12日 8198 マックスバリュ東海 スタンダード 15:00

1月12日 8200 リンガーハット プライム 15:30

1月12日 8203 MrMaxHD プライム 15:00

1月12日 8237 松屋 プライム 15:00

1月12日 8887 リベレステ スタンダード 15:00

1月12日 8923 トーセイ プライム 15:00

1月12日 8940 インテリックス スタンダード 15:00

1月12日 9168 ライズCG グロース -

1月12日 9241 フューチャーリンクネットワーク グロース 15:00

1月12日 9250 GRCS グロース 15:30

1月12日 9252 ラストワンマイル グロース 15:00

1月12日 9253 スローガン グロース 18:00

1月12日 9264 ポエック スタンダード 15:30

1月12日 9265 ヤマシタヘルスケアHD スタンダード 16:00

1月12日 9270 バリュエンスHD グロース 15:00

1月12日 9275 ナルミヤ・インターナショナル スタンダード 15:00
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Market Data 

 

※なお、下記のカレンダーはあくまでも予定で企業の都合により変更される可能性があります。 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月25日 みずほ 9613 ＮＴＴデータG 中立→買い格上げ 1980→2600

岡三 3038 神戸物産 中立→強気格上げ 4000→4800

東海東京 4180 Ａｐｐｉｅｒ OUTPERFORM新規 2800

12月26日 岡三 4183 三井化学 中立→強気格上げ 4200→5300

12月27日 東海東京 7239 タチエス OUTPERFORM新規 2230

野村 2181 パーソルHD BUY新規 295

12月28日 東海東京 9401 TBSHD OUTPERFORM新規 3780

12月29日 東海東京 4046 大阪ソーダ NEUTRAL→OUTPERFORM格上げ 6240→12260

1月5日 シティ 2678 アスクル 2→1格上げ 2200→2900

モルガン 2337 いちご OVERWEIGHT新規 400

3289 東急不ＨＤ OVERWEIGHT新規 1200

4681 リゾートトラ OVERWEIGHT新規 3200

8802 三菱地所 EQUALWEIGHT→OVERWEIGHT格上げ 2000→2250

8804 東建物 OVERWEIGHT新規 2500

野村 7581 サイゼリヤ BUY新規 6300

9413 テレ東ＨＤ BUY新規 3560

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格上げ・買い推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

格上げ・買い推奨 

レーティング

レーティング 
格上げ・買い推奨 
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

日付 証券会社 コード 社名 レーティング 目標株価（円）

12月25日 みずほ 8972 ケネディオフィ 買い→中立格下げ 200000→174000

12月27日 ＳＭＢＣ日興 3092 ZOZO 2→3格下げ 3100→3200

12月28日 岡三 7202 いすゞ自 強気→中立格下げ 2300→2000

7211 三菱自 強気→中立格下げ 800→500

12月29日 岡三 4246 ＤＮＣ 強気→中立格下げ 950→750

7246 プレス工 強気→中立格下げ 770→650

1月5日 ゴールドマン 6191 エアトリ 買い→中立格下げ 3200→2200

モルガン 3254 プレサンス UNDERWEIGHT新規 1600

3479 TKP UNDERWEIGHT新規 1500

8905 イオンモール UNDERWEIGHT新規 1700

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

格下げ・売り推奨 

※下記のレーティングや目標株価は証券各社が発表したもののうち、フィスコが把握したものを集計しています。 

レーティング 

格下げ・売り推奨 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

個人 単位：億円 外国人 単位：億円

生・損保 単位：億円 信託銀 単位：億円

投信 単位：億円 事業法人 単位：億円
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投資主体別売買動向 - 1 

総括コメント 

12月第3週の投資主体別売買動向によると、外国人投資家は総合で142億円と売り越しに転じた。225先物は買い越しに転じ、

TOPIX先物は売り越しを継続、現物は買い越しを継続した。個人投資家は総合で1327億円と売り越しを継続した。 

そのほか、投信は1151 億円と売り越しに転じ、都地銀も11億円と売り越しに転じた。生・損保は68億円と売り越しに転じ、

事法は2088億円と買い越しを継続、信託は31億円と売り越しを継続した。 

なお、自己はTOPIX先物、225先物で売り越しに転じ、現物は買い越しに転じ、総合で26億円と売り越しを継続した。この週の

裁定残は前週末比199.63億円減（売り越し）とネットベースで7120.29億円の買い越しとなった（買い越し幅微増）。週間の騰落

率は日経平均で0.60％の上昇だった。 

12 月第 3 週：外国人投資家は総合で売り越しに転じる 

投資主体別売買動向
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週刊相場観測誌

Ｍａｒｋｅｔ展望

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/11 7,468 ▲3,519 ▲2,674 0 1,098 166 ▲289 ▲1,736

23/09/18 5,525 6,394 ▲8,644 ▲1,428 1,506 10 ▲47 ▲3,392

23/09/25 818 5,632 ▲575 ▲1,398 ▲193 ▲89 ▲76 ▲3,687

23/10/02 ▲10,986 3,855 5,415 697 1,670 ▲45 ▲376 ▲576

23/10/09 ▲3,205 ▲1,728 4,750 480 739 ▲46 ▲114 ▲590

23/10/16 ▲3,068 3,070 ▲636 620 1,433 ▲51 ▲163 ▲1,326

23/10/23 ▲4,130 1,267 766 13 1,092 ▲37 ▲276 900

23/10/30 1,369 ▲3,739 393 102 483 ▲199 ▲207 2,185

23/11/06 2,634 ▲2,350 693 ▲449 957 ▲123 ▲545 ▲558

23/11/13 2,780 ▲5,143 3,224 ▲832 1,063 ▲150 ▲360 ▲253

23/11/20 ▲2,515 ▲730 ▲108 ▲347 1,587 ▲155 ▲269 2,347

23/11/27 349 344 ▲3,625 1,361 1,450 74 ▲143 ▲75

23/12/04 ▲2,677 3,775 ▲5,468 744 1,692 ▲18 268 1,252

23/12/11 ▲2,286 ▲3,287 2,529 138 2,866 2 ▲287 260

23/12/18 1,814 ▲2,010 558 ▲276 2,051 ▲89 ▲388 ▲2,047

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/11 ▲2,848 ▲33 1,612 1,085 0 ▲19 49 ▲80

23/09/18 ▲1,471 ▲179 380 695 2 ▲120 202 496

23/09/25 ▲1,032 38 ▲9,340 2,547 ▲9 178 359 8,164

23/10/02 9,160 ▲59 ▲8,100 24 0 180 ▲340 ▲1,274

23/10/09 3,543 184 ▲3,573 ▲8 5 ▲14 321 ▲527

23/10/16 1,369 ▲437 316 ▲90 5 ▲26 ▲959 ▲199

23/10/23 2,858 131 ▲2,428 34 ▲5 8 ▲470 ▲103

23/10/30 ▲1,660 ▲256 1,200 463 ▲5 31 209 39

23/11/06 ▲2,237 210 1,540 196 1 2 497 ▲283

23/11/13 ▲2,090 194 2,100 183 6 ▲83 20 ▲351

23/11/20 1,570 ▲34 ▲3,100 ▲192 6 ▲9 10 1,769

23/11/27 900 78 ▲800 ▲230 ▲15 ▲218 53 390

23/12/04 ▲1,000 ▲540 6,000 ▲1,600 ▲0 50 ▲170 ▲3,200

23/12/11 690 292 ▲600 ▲180 6 19 94 ▲354

23/12/18 ▲920 23 ▲1,200 15 0 19 ▲3 2,116

単位：億円

日付 自己 個人 外国人 投信 事業法人 生・損保 都地銀 信託銀

23/09/11 ▲3,548 ▲933 4,213 0 ▲200 ▲81 234 542

23/09/18 ▲567 870 ▲1,107 69 101 ▲60 ▲302 1,106

23/09/25 1,264 58 ▲5,075 2,603 65 10 ▲203 1,424

23/10/02 1,100 800 ▲6,000 1,140 110 149 ▲941 1,320

23/10/09 ▲2,731 ▲1,724 6,158 ▲242 ▲200 ▲92 462 ▲127

23/10/16 283 985 ▲621 ▲154 153 ▲9 ▲463 ▲289

23/10/23 795 386 ▲3,818 117 16 100 ▲426 882

23/10/30 20 ▲800 ▲100 460 ▲18 5 633 ▲150

23/11/06 ▲1,539 ▲833 6,949 ▲3,008 ▲149 ▲104 ▲330 ▲964

23/11/13 ▲1,420 200 3,600 ▲2,130 ▲88 ▲169 904 ▲750

23/11/20 1,290 390 ▲1,300 ▲188 17 ▲112 125 ▲335

23/11/27 ▲1,590 ▲70 1,200 ▲56 24 10 536 ▲36

23/12/04 ▲1,100 500 0 900 118 ▲27 ▲920 ▲200

23/12/11 680 ▲600 ▲1,700 1,180 ▲69 0 752 ▲180

23/12/18 ▲920 660 500 ▲890 37 2 380 ▲100
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投資主体別売買動向 - 2 

市場別データ 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

銘柄名 コード 市場 上場日
仮条件

（円）

公募株数

（株）

売出株数

（株）

公募価格

（円）

初値

（円）
主幹事

1/5終値

(円)

ナルネットコミュニケーションズ 5870 グロース 12/25 870～1,040 56,000 2,586,500 1,040 956 みずほ 855

事業内容：

yutori 5892 グロース 12/27 2,420～2,520 85,000 570,500 2,520 2,829 大和 3,000

事業内容：

SOLIZE 5871 スタンダード 2/7 - 995,200 0 - - 大和 -

事業内容：

Veritas In Silico 130A グロース 2/8 - 800,000 0 - - みずほ -

事業内容：

オートリース企業をはじめとする法人（自動車関連企業）・個人ユーザーに対する車両管理やメンテナンス管理事業

衣料品及び雑貨等の企画並びにそれらの小売・卸売事業

mRNAを標的とする低分子創薬および核酸創薬のプラットフォーム事業

エンジニアの派遣・請負による設計支援、3Dプリンターによる試作/最終製品の製作、および製品開発を革新するコンサルティング

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規上場銘柄

新規上場銘柄 
結果とスケジュール 

 

※ データは直近の新規上場銘柄の結果とスケジュールを全て掲載しています。 

証券会社によって取り扱いが異なりますので、お取引の際は各証券会社にご確認ください。 
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

1429 日本アクア 922 893 786.5 1887 日本国土開発 611 597.5 588.5

1926 ライト工 1992 1947.5 1978 2659 サンエー 4615 4565 4440

2715 エレマテック 1778 1767.25 1595.5 3116 トヨタ紡織 2363 2302 2189.5

3458 シーアールイー 1464 1308.25 1412.5 3861 王子ＨＤ 562 542.5 545

4114 日触媒 5539 5430.75 5492.5 4208 UBE 2369 2309.25 2239

4801 セントラルＳＰ 2480 2463.5 2455 4809 パラカ 1947 1945.5 1931

5480 冶金工 4355 4208.75 3462.5 5933 アルインコ 1023 1010.5 992

5947 リンナイ 3280 3165.5 3271 6073 アサンテ 1668 1656 1617.5

6287 サトーＨＤ 2122 2117.25 2077 6590 芝浦 6060 5947.25 5461

7244 市光工 544 517.5 484 7294 ヨロズ 853 845.25 812.5

7821 前田工繊 3245 3161.75 3149 7955 クリナップ 702 690.5 658.5

7988 ニフコ 3839 3816.75 3596 8141 新光商 1192 1169.75 1113.5

8150 三信電気 2236 2220.25 2097.5 8278 フジ 1966 1769.75 1937.5

8367 南都銀 2491 2487.25 2368 8905 イオンモール 1808 1800.25 1732.5

9021 ＪＲ西 6048 5888.5 5525 9048 名鉄 2319 2281.5 2226

9474 ゼンリン 887 882 878 9511 沖縄電力 1178 1144 1138.5

9663 ナガワ 7930 6800 7260

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲上抜け銘柄（プライム） 

一目均衡表 雲抜け銘柄
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Ｍａｒｋｅｔ展望

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

コード 銘柄
終値
（円）

先行スパンＡ
（円）

先行スパンＢ
（円）

2150 ケアネット 934 994.75 1157.5 3093 トレファク 1239 1570.75 1279.5

3563 Ｆ＆ＬＣ 2836 3146.75 2885 4443 Sansan 1470 1719.25 1555.5

4776 ＣＹＢＯＺＵ 2143 2619.75 2164.5 6532 ベイカレント 4742 5367 4744.5

6879 イマジカG 623 631 789 7071 アンビス 2915 3164.75 2967.5

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一目均衡表雲抜け銘柄 

 雲下抜け銘柄（プライム） 

雲下抜け銘柄（プライム） 



〒730-0031　 広島市中区紙屋町1-3-8　 ℡：082-245-5000 三 次 支 店 〒728-0012　三次市十日市中2-13-26 ℡：0824-62-3121

〒731-0123 広島市安佐南区古市3-1-2 ℡：082-225-7010 可 部 支 店 〒731-0221　広島市安佐北区可部3-20-21 ℡：082-815-2600

〒736-0046 広島県安芸郡海田町窪町5-8 ℡：082-208-5700 広島西支店 〒733-0841 広島市西区井口明神1-17-4 ℡：082-277-2700

〒720-0812　　 福山市霞町1-1-1　 ℡：084-922-1321 東広島支店 〒739-0014 東広島市西条昭和町2-7 ℡：082-422-3621

〒700-0826 岡山市北区磨屋町1-3 ℡：086-222-1561 廿日市支店 〒738-0024　廿日市市新宮1-9-34 ℡：0829-31-6611

〒726-0004　 府中市府川町335-1 ℡：0847-45-8500 岩 国 支 店 〒740-0018　岩国市麻里布町2-7-7 ℡：0827-22-3161

〒722-0035　 尾道市土堂2-7-11　 ℡：0848-23-8121 徳 山 支 店 〒745-0034　周南市御幸通2-15 ℡：0834-31-5350

〒722-2323　広島県尾道市因島土生町2017-3　 ℡：0845-22-2291 防 府 支 店 〒747-0035　防府市栄町1-5-1 1F ℡：0835-22-2871

〒725-0026　竹原市中央5-5-5　　 ℡：0846-22-2295 宇 部 支 店 〒755-0029　 ℡：0836-31-1105

〒723-0014　三原市城町1-25-1 ℡：0848-67-6681

〒737-0045　呉市本通3-5-4 ℡：0823-21-6401 萩 支 店 〒758-0027　萩市吉田町51-11 ℡：0838-25-2121

東京営業所 〒104-0031 中央区京橋2-7-19 6Ｆ ℡：03-6228-7251

ネットセンター（インターネット取引）　　https://www.hirogin-sec.co.jp 今治営業所 〒794-0022 今治市室屋町1-1-13 ℡：0898-55-8280

コールセンター（コール取引）　　　　　 フリーアクセス：0120-506-084

本店営業部

竹 原 支 店

三 原 支 店

因 島 支 店

呉 支 店

府 中 支 店

尾 道 支 店

古市営業所

海田営業所

宇部市新天町2-3-3
ボスティビルド3階

岡山営業所

福 山 支 店

当資料は、投資判断の参考となる情報提供のみを目的としており、個別の金融商品の投資勧誘を目的として作成または
提供するものではありません。当資料は、作成者が信頼できると判断した情報源に基づいて作成されていますが、その情
報の正確性や完全性を、または、将来の経済・市況動向等を予測・保証するものではありません。また、当資料中の見解
等は今後予告なく変更される場合がありますので、投資に係る最終決定はご自身の判断でなさいますようお願い申し上
げます。金融商品等の手数料等及びリスクについては、当該商品等の上場有価証券等書面、契約締結前交付書面、目
論見書及びお客さま向け資料等に記載しておりますので、よくお読みください。

株式、債券、ファンド、上場ETF及び上場リートのご購入の際のご注意事項

【お取引時の手数料について】（営業店でお取引の場合の手数料率、税込表示）

● 国内株式の売買取引には約定代金に対して最大1.155％の売買手数料（同手数料額が2,750円に満たない場合は

2,750円）をいただきます。マルチネット取引で売買いただく場合には対面取引の基本手数料から20％割引（当該金額が

2,200円に満たない場合には、一律2,200円）となります。又、外国株式の売買取引には売買金額（現地における約定代金

に現地委託手数料と税金等を買いの場合は加え、売りの場合は差し引いた金額）に対して最大0.88％の委託手数料（同

手数料額が2,750円に満たない場合は2,750円）をいただきます。
● 非上場債券（国債、地方債、政府保証債、社債等）を当社が相手方となり、お買付けいただく場合には、購入対価のみ
お支払いいただきます。

● ファンドのご購入時や運用期間中には以下の費用がかかります。＜直接費用＞購入手数料（スイッチング手数料を含

む）上限3.85%、換金手数料上限1.10%、信託財産留保額上限0.50％が必要となります。マルチネット取引の場合は購入

手数料（スイッチング手数料を含む）、換金手数料について対面取引手数料の20％割引となります。

＜間接費用＞運用管理費用（信託報酬）上限2.50％、（注）その他の費用・手数料（監査費用、有価証券等の売買にかかる

手数料、資産を外国で保管する場合の費用、信託事務に要する諸費用等）をご負担頂きます。（注）その他費用・手数料は、運用

状況等により変動する為、料率の上限等を示すことができません。

● 外国株式、外国債券、外国投資信託を売買取引する際の円貨と外貨の交換レートには、約定代金に応じて当社が決定
する為替スプレッドがあります。

●＜株式、上場ETF、債券のリスク＞株式や上場ETFの売買取引については、株価の変動により投資元本を割り込むこと

があります。債券は金利水準の変動等により価格が上下し、損失が生じるおそれがあります。外国株式、外国債券及び外

貨建て資産に投資する上場ETFは、為替相場の変動等により損失が生じるおそれがあります。また、発行者の経営・財務

状況の変化及びそれらに関する外部評価の変化等により投資元本を割り込むことがあります。

● ＜為替リスク＞外貨建て商品の場合、外貨建てでは投資元本を割り込んでいない場合でも、為替変動あるいは外貨交

換の際の為替スプレッドにより、円換算ベースで投資元本を割り込み損失を被る場合があります。

● ＜上場リートのリスク＞リートは、不動産などで運用を行う上場投資法人です。リート市場価格については、金融経済動

向、不動産市況、災害（地震、火災等）等の影響を受け変動し損失が生じるおそれがあります。分配金は不動産などから

の収入に応じ変動します。金融商品取引所が定める基準に抵触し上場廃止になった場合には、取引が著しく困難になる

可能性があります。

● ＜ファンドのリスク＞ファンドは、主に国内外の株式、債券、不動産投資信託証券など値動きのある有価証券等（外貨

建て資産には為替リスクもあります）に投資しますので基準価額は大きく変動します。従って、投資元本が保証されている

ものではなく、これを割り込むことがあります。また、「毎月分配型」及び「通貨選択型」ファンドの“収益分配金に関する留

意事項”及び“通貨選択型投資信託の収益イメージ”は、必ずご確認して頂きたい重要事項となっておりますので、投資信

託説明書（交付目論見書）をよくお読みください。

【リスクについて】

商号等 ひろぎん証券株式会社

金融商品取引業者中国財務局長（金商）第20号

加入協会 日本証券業協会

資料作成：株式会社フィスコ

〒107-0062 東京都港区南青山五丁目13番3号

（帳票 J-10-002 営業統括部 2020年6月改定）
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